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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年２月２７日 

件 名 令和６年度定点調査（路上喫煙者数及びごみ量）の結果について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内 容 

主要駅周辺等における路上喫煙者数及びごみ量について、以下のとおり定

点調査を実施したので報告する。 

１ 実施日時 

令和６年８月～９月、１２月の木・金曜日（４日間実施） 

路上喫煙者数調査：午前７時３０分から８時３０分 

午後５時３０分から６時３０分 

ご み 量 調 査：午後５時から５時３０分 

２ 実施場所 

  主要駅（北千住、綾瀬、西新井、竹ノ塚、五反野、梅島）周辺等 

３ 調査結果（主要駅周辺） 

（１） 路上喫煙者数（４日間の平均値）

禁煙特定区域

指定前 

Ａ 

令和 

５年度 

Ｂ 

令和 

６年度 

Ｃ 

ＡからＣ

の減少率 

ＢからＣ 

の増減率 

北千住 ※417.30人 3.50人 8.00人 98％減少 129％増加 

綾 瀬 255.75人 4.50人 3.25人 99％減少  28％減少 

西新井 148.25人 4.75人 5.75人 96％減少 21％増加 

竹ノ塚 109.75人 2.00人 2.25人 98％減少 13％増加 

五反野 109.75人 9.75人 8.25人 92％減少 15％減少 

梅 島 219.50人 1.75人 3.50人 98％減少 100％増加 

※ 禁煙特定区域指定前の北千住（平成１８年度）のみ、３日間の平均値

（２）ごみ量（４日間の合計値）

ﾋﾞｭｰﾃｨﾌﾙ･

ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ運動

開始前 Ａ

令和 

５年度 

Ｂ 

令和 

６年度 

Ｃ 

ＡからＣ 

の減少率 

ＢからＣ 

の増減率 

北千住 569個 388個 399個 30％減少 3％増加 

綾 瀬 3,050個 404個 397個 87％減少 2％減少 

西新井 968個 228個 258個 73％減少 13％増加 

竹ノ塚 1,064個 137個 180個 83％減少 31％増加 

五反野 ※496個 490個 314個 37％減少 36％減少 

梅 島 ※580個 77個 134個 77％減少 74％増加 

※ 五反野・梅島は定点調査開始時（平成２３年度）の数値
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４ 結果概要 

（１）「路上喫煙者数」は、ビューティフル・ウィンドウズ運動や禁煙特定

区域の指定などの取り組みにより、調査開始時と比べ全ての駅周辺で大

きく減少しているが、４駅で前年を上回り、特に北千住と梅島で大きく

増加した。 

（２）「ごみ量」についても、ビューティフル・ウィンドウズ運動開始前と

比べ全ての駅周辺で大きく減少しているが、４駅で前年を上回り、特に

梅島で大きく増加した。 

５ 問題点・今後の方針 

（１）令和７年１月１日付けで、禁煙特定区域の拡大と加熱式たばこの規

制の対象への追加を実施し、路上喫煙対策を強化した。今後、路上喫煙

者数やたばこのポイ捨てが多かった地点において、重点的にパトロール

を行い、路上喫煙やたばこのポイ捨てのさらなる減少を目指していく。 

（２）清掃美化団体、ごみゼロ地域清掃活動、ソロクリーン活動などの支

援事業を積極的にＰＲし、まちの美化につなげていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年２月２７日 

件 名 令和６年度ワーク・ライフ・バランス推進企業意見交換会の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内 容 

ワーク・ライフ・バランス推進企業（以下「認定企業」という。）に対す

る「企業同士の情報交換の場づくり」のため、次のとおり開催する。 

１ 目的 

ワーク・ライフ・バランスに関わる具体的な取組みに加え、認定企業が

抱える悩み（人材確保・社員の育成等）を共有し、交流を深める。そし

て、今後の企業の取組みに活かしていただくとともに、企業間のネット

ワークづくりの一助とする。

２ 日時・場所 

令和７年３月１４日（金） 午後３時から４時３０分まで 

梅田地域学習センター ３階 第２学習室 

３ 対象 

令和６年度認定企業１２７社（令和６年４月１日時点） 

４ 内容 

（１）第１部〔３０分〕

育児・介護休業法改正ポイントのご案内

ア 内容

令和７年４月以降、育児・介護休業法では、主に３分野の改正が予

定されており、就業規則等の見直しなど企業への対応が求められてい

るため、社会保険労務士から改正のポイントを解説する。 

イ 改正のポイント

（ア）子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充

（子の看護休暇の対象となる子の範囲、取得事由の拡大等）

（イ）育児休業取得状況の公表義務適用拡大

（ウ）介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制度の強化

（介護休暇を取得できる労働者の要件緩和等）

（２）第２部〔５分〕

令和７年度から実施予定の新規事業案の説明

（３）第３部〔５５分〕

認定企業同士の意見交換会

※ ２～３班に別れて意見交換（途中で班を移動）
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５ 今後の方針 

意見交換会の結果を踏まえ、これからのワーク・ライフ・バランス推進

事業に活かしていく。また、今後も機会を捉え適切なニーズの把握に努

めていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年２月２７日 

件 名 芸術鑑賞体験事業の実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

子どもたちの豊かな心を育むため、全ての区立小学５年生を対象として実

施した芸術鑑賞体験事業の結果について、次のとおり報告する。 

１ 内容 

（１）劇団四季ミュージカルの鑑賞

（２）演目

「美女と野獣」（劇場 舞浜アンフィシアター）

（３）公演開始時間：午後１時３０分

※ 公演時間 約２時間３０分（休憩あり）

 ２ 実施日程・参加児童数等 

実施日程 参加校 参加児童数 

１月１６日（木） ２０校 １，２２７人 

２月 ５日（水） １５校 １，１３０人 

２月 ７日（金） １６校 １，１８５人 

２月１３日（木） １６校 １，１９７人 

合計 ６７校 ４，７３９人 

 ３ 当日の様子（劇場へ向かう途中・劇場内） 
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４ アンケート結果 

芸術鑑賞の前後に、参加児童および教職員へアンケートを実施した。 

なお、鑑賞後のアンケートについては、令和７年２月１９日（水）を

回答期限としており、２月１７日（月）付の集計値として記載している。 

（１）鑑賞前後の児童アンケート比較

（２）児童アンケート【観る前】(N=４，２５６)

ア 芸術鑑賞は楽しみですか

（ア）そう思う   ３，３３４件(７８％） 

（イ）どちらかというとそう思う  ５６９件(１３％) 

（ウ）どちらともいえない  ２３８件( ６％) 

（エ）どちらかというとそう思わない   ５１件(  １％) 

（オ）そう思わない   ６４件( ２％) 

イ 芸術鑑賞について誰かに話しましたか ※ 複数回答可

（ア）家族 ２，７５７件(６５%) 

（イ）友達 ２，０９３件(４９%) 

（ウ）先生     ６２５件(１５%) 

（エ）その他の人    ２４１件( ６%) 

（オ）特になし  １，０８６件(２６%) 

楽しみ 

９１％ 

誰かと話した 

７４％ 
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ウ 文化芸術の中で興味のあるものは何ですか ※ 複数回答可

（ア）音楽  ２，４９６件(５９％) 

（イ）ミュージカル  １，７３４件(４１％) 

（ウ）伝統芸能(かぶき等)   ４５０件(１１％) 

（エ）美術  １，３７９件(３２％) 

（オ）写真  ８８２件(２１％) 

（カ）マジック  ２，２９５件(５４％) 

（キ）興味がない   ４００件( ９％) 

（ク）その他  １４８件( ３％) 

映画、ダンス、料理、演劇、バレエ、宇宙、小説 など 

エ 自分でもやってみたいものはありますか ※ 複数回答可

（ア）音楽 １，６４０件（３９％） 

（イ）ミュージカル ８２１件（１９％） 

（ウ）伝統芸能(かぶき等)  １８９件（ ４％） 

（エ）美術  ８２４件（１９％） 

（オ）写真  ５７３件（１３％） 

（カ）マジック  ２，１２４件（５０％） 

（キ）その他  ２５１件（  ６％） 

バレエ、ダンス、落語、ピアノ、劇、書道、陶芸、演奏、料理 

など 

オ 劇場等に足を運んだことがあるものは何ですか ※ 複数回答可

（ア）音楽  ９８６件(２３％)

（イ）ミュージカル  １，３６３件(３２％) 

（ウ）伝統芸能(かぶき等)  ２２７件( ５％) 

（エ）美術  ５１５件(１２％) 

（オ）写真  １７７件( ４％) 

（カ）マジック  ７６０件(１８％) 

（キ）観たことがない  １，９１１件(４５％) 
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カ 観たことがないと答えた方の理由は何ですか（N=１，９１１）

※ 複数回答可

（ア）一緒に見に行く人がいないから  １７４件( ９％) 

（イ）親が文化芸術に興味がないから  １９５件(１０％) 

（ウ）お金がかかるから   ２７０件(１４％) 

（エ）情報がないから   １３７件( ７％) 

（オ）コロナだから   ７１件( ４％) 

（カ）特に理由はない １，３１８件(６９％) 

（３）児童アンケート【観た後】(N=３，６６０)

ア 芸術鑑賞は、楽しかったですか

（ア）そう思う  ３，２６５件(８９％) 

（イ）どちらかというとそう思う  ２７８件( ７％) 

（ウ）どちらともいえない   ８０件( ２％) 

（エ）どちらかというとそう思わない  １６件( １％)

（オ）そう思わない  ２１件( １％) 

楽しかった 

９６％ 
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イ また劇場等で観たいと思いますか

（ア）そう思う ２，３１５件(６３％) 

（イ）どちらかというとそう思う  ７４４件(２０％) 

（ウ）どちらともいえない  ３６６件(１０％) 

（エ）どちらかというとそう思わない ９７件( ３％)

（オ）そう思わない  １３８件( ４％) 

ウ 芸術鑑賞をして自分の気持ちに何か変わったと思いますか

（ア）そう思う ８３２件(２３％) 

（イ）どちらかというとそう思う   ３５７件(１０％) 

（ウ）どちらともいえない ２，０１２件(５５％) 

（エ）どちらかというとそう思わない １８６件( ５％)

（オ）そう思わない ２７３件( ７％) 

また観たい 

８３％ 

変わった 

３３％ 
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エ 「芸術鑑賞をして自分の気持ちに何か変わったと思う」と答えた

方は、どんなことが変わりましたか 

（ア）人は見た目だけでは判断できないということがわかった。

（イ）何事も迷わないで、その人に言える力が身についた。

（ウ）こういう演劇を見て、私もこんなふうにみんなから注目される

存在になりたいと思った。 

（エ）勇気をもらえて自分もベルみたいに強くなりたいと思った。

（オ）人と関わることで気持ちが変わるってことを知り、自分も人と

関われるように変わった。 

（カ）ベルはお父さんを大切にしていて、私もベルみたいに、家族を

大切にしようと思いました。家族を大切にしてもっと仲良くなれ 

たらいいなと思います。 

オ 芸術鑑賞の感想を誰かに話しましたか ※ 複数回答可

（ア）家族 ３，２８２件(９０%) 

（イ）友達 ２，３５８件(６４%) 

（ウ）先生     ５８０件(１６%) 

（エ）その他の人    ２７９件( ８%) 

（オ）特になし  ２０９件( ６%) 

（４）教職員アンケート（一部抜粋）

ア 感動したという声が多く、児童にとって大変貴重な機会となった。 

イ 劇場に行くこと自体が初めての児童も多くおり、とても貴重な機

会になりました。 

ウ 事前にどのゲートから入るのか分かれば、見通しをもつことがで

き、児童がスムーズに席に座ることができると感じました。 

エ 鑑賞時のマナー（鑑賞中の私語、膝立ちで後ろの座席の子との会

話など）の事前指導やその場での指導は、必要かなと思いました。 

誰かに話した 

９４％ 
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５ 鑑賞後におけるアンケート結果の過年度比較 

  令和６年度のアンケート結果は、令和７年２月１９日（水）を回答期

限としており、２月１７日（月）付の集計値として記載している。過年

度と比較した結果、大きな変化はみられなかった。 

（１）鑑賞後の「楽しかった」の割合

※ 令和４年度比：１ポイント減  令和５年度比：変化なし 

（２）鑑賞後、気持ちに変化が見られた割合

※ 令和４年度比：１ポイント増 令和５年度比：変化なし

（３）鑑賞後に、また劇場等で観たいと思った児童の割合

※ 令和４年度比：３ポイント減 令和５年度比：変化なし
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６ 今後の対応方針 

（１）教職員へのアンケート結果から判明した課題への対応

ア 教職員からの意見①

事前にどのゲートから入るかわかりにくかった。

（ア）対応策

次年度以降の事業の実施に向けて、事前に入場ゲートを学校と

共有するなど劇場内の誘導方法の改善を図っていく。 

イ 教職員からの意見②

児童の鑑賞時のマナーについて、指導が必要だと感じた。

（ア）対応策

事業の実施に先立ち、各学校から児童への指導を依頼するとと

もに、事前に引率教員へ配付するマニュアルに記載する。 

（２）上記の課題に加え、駐車場から劇場間の児童の誘導や鑑賞後の規制

退場など、児童の安全に配慮した事業の実施に向け改善を図っていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年２月２７日 

件 名 ギャラクカフェ運営事業者選定結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

令和７年２月６日（木）に開催したギャラクカフェ第３回プロポーザル選

定委員会による審査の結果、以下の事業者を選定したので報告する。 

１ 対象施設 

（１） 名称

ギャラクシティ １階カフェ

（２） 所在

足立区栗原一丁目３番１号

２ 行政財産目的外使用許可 

（１） 許可期間

令和７年４月１日（火）から令和９年２月２８日（日）まで

（２） 使用料

選定事業者の提案価格７５０，５９８円（年額）とする。

３ 選定事業者 

（１） 事業者名

合同会社まなびの木

（２） 事業者住所

足立区弘道一丁目５番２０号

４ 応募事業者数 

１社 

５ 選定事業者となった経過 

（１）公募期間

令和６年１０月１６日（水）から令和６年１１月２１日（木）まで

（２）選定委員会

ア スケジュール

日 程 項 目 

令和 6年 10月 1日 
第１回プロポーザル選定委員会 

募集要項公表（あだち広報１０月１０日号） 

令和 6年 12月 24日 
第２回プロポーザル選定委員会 

第一次審査（書面審査） 
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日 程 項 目 

令和 7年 2月 6日 
第３回プロポーザル選定委員会 

第二次審査（プレゼンテーション審査） 

令和 7年 4月 1日 使用許可開始 

イ 選定委員（計５名）

役 職 氏 名 所 属 

委員長 藤 本 慎 司 弁護士 

副委員長 瀧   真奈美 管理栄養士 

委員 中 山 小夜子 足立区スポーツ協会 副会長 

委員 物 江 耕一朗 青少年課長 

委員 土 井 渉 こころとからだの健康づくり課長 

ウ 審査項目及び選定結果

別紙１「ギャラクカフェ第一次選考（書面審査）委員採点結果」

および別紙２「ギャラクカフェ第二次選考（プレゼンテーション） 

委員採点結果」のとおり。 

６ 今後の方針 

令和７年３月 事業者へ行政財産使用許可の申請書を送付予定。 
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評価項目 着眼点 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ
合計

(150点満点)

経営の安定性

過去３年間の決算書類により、税理士が公募申請者を安全性、収

益性、経営効率などの点から財務分析を行い、経営状態の良否を

判断する。
6 6 6 6 6 30

事業実績
同種（カフェ等）の事業実績、類似（同種のうち、公共施設内の

カフェ等）の事業実績により、運営経験を確認する。
6 8 6 8 6 34

業務執行体制
公共施設での事業運営にふさわしい、高い理念や経営方針を持っ

ているか、またそれを実現できる組織、体制があるか判断する。
6 8 6 6 6 32

18 22 18 20 18 96

ギャラクカフェ第一次選考（書面審査）委員採点結果

※一次通過基準 90点以上

（全体の6割以上）

別紙１
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評価項目 選考要素 着眼点 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ
合計

(500点満点)

運営方針・コンセプト

①どのような店舗運営をしたいのか。

②多用な要望への柔軟な対応。

③ギャラクシティの特性を踏まえた提案や企画。
8 6 4 6 8 32

メニューの内容と価格

①メニューの種類や内容。

②価格設定や割安感があるサービス。

③「食を通した健康増進」への取り組み。

④施設の特色を取り入れたオリジナルメニューや企画。

16 12 12 12 12 64

調理に対する考え方

①衛生管理の徹底。

②素材の選択や味付けへのこだわりや工夫。

③顧客の満足度を上げる工夫や熱意。
8 6 6 6 6 32

接客に対する考え方

①来店しやすい雰囲気、親しみを感じる接客姿勢。

②従業員に対する指導や研修内容。

③利用者の声に注意を払い、改善していく姿勢。
4 4 6 6 8 28

施設事業への協力
①４項目の記載及び新たな協力提案。

②当該公共施設指定管理者との協力、協調する意思が感じられるか。
10 6 6 8 6 36

当該店舗経営の

継続性

当該店舗の経営規模を考慮し継続的

経営が可能な収支見込み
当該店舗を継続的に経営できる収支見込みか 4 6 6 6 6 28

当該店舗業務執行体制
当該店舗業務を執行できる体制（店

⾧、料理⾧の知識、経験、能力等）

①店⾧、料理⾧予定者の業務経験や⾧としての職務経験。

②安定した店舗運営が可能な体制。
12 12 8 12 8 52

ヒアリング内容（プレゼンテーション）
業務への意欲、論理性、資料の正確

性、説明と提案内容の整合性等

①業務への意欲や熱意。

②説明過程での、業務への経験、知識の確認。

③質問内容への的確で明確な回答。
8 6 6 6 4 30

小計 各委員の二次選考合計 70 58 54 62 58 302

ギャラクカフェ第二次選考（プレゼンテーション）委員採点結果

提案内容の的確性

別紙２
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評価項目 選考要素 着眼点 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ
合計

(500点満点)

ギャラクカフェ第二次選考（プレゼンテーション）委員採点結果

区内に本社または本店機能がある 各選定委員の二次選考合計点数の5%加算 15.1

区内に支店または支店機能がある 各選定委員の二次選考合計点数の3%加算 -

ワークライフバランス推進企業への加算

足立区ワークライフバランス推進認

定企業（又は他自治体の同様事業の

認定企業）

各選定委員の二次選考合計点数の2%加算 -

最低提案価格の１５０％以上の価格

を提案した場合
各選定委員の二次選考合計点数の5%加算

最低提案価格の１４０％以上１５

０％未満の価格を提案
各選定委員の二次選考合計点数の4%加算

最低提案価格の１３０％以上１４

０％未満の価格を提案
各選定委員の二次選考合計点数の3%加算

最低提案価格の１２０％以上１３

０％未満の価格を提案
各選定委員の二次選考合計点数の2%加算

最低提案価格の１０５％以上１２

０％未満の価格を提案
各選定委員の二次選考合計点数の1%加算

小計 15.1

合計 各選定委員の第二次選考合計＋加算 317.1

※二次通過基準 300点以上

（全体の6割以上）

区内業者に関する加算

提案価格に対する加算 -

事務局採点
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 
令和７年２月２７日 

件 名 東京ヴェルディ㈱連携協定 足立区民観戦デーの実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

東京ヴェルディ㈱との連携協定に基づく足立区民観戦デー「足立区

ヴェルディ応援デー」について、次のとおり報告する。 

１ 日時 

  令和７年３月１５日（土）午後２時 キックオフ 

２ 試合内容（Ｊ１） 

  東京ヴェルディ ＶＳ 名古屋グランパス 

３ 試合会場 

  味の素スタジアム（調布市西町３７６－３） 

京王線飛田給駅徒歩５分 収容人数 ４８，０１３人 

４ 招待・優待内容 

  足立区在住、在学、在勤の方を対象 

  ゴール裏ホーム自由席 抽選１，０００組 招待もしくは優待 

小中高生 その他の年齢 

ホーム自由席

1組の申し込みは最大６名

４名まで無料 

追加２名は優待 550円 

２名まで優待 

1,650 円 

（1,100円） (3,300 円) 

※ 表の（ ）は通常の前売りチケット代金 

※ 無料の場合もインターネット申込が必要

※ 優待のみ一人当たりシステム利用料・発券手数料１１０円が

かかる 

ゴール裏ホーム 
自由席 
最大 10,000 席 
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５ 申込開始 

  令和７年２月２５日（火）正午から３月３日（月） 

  東京ヴェルディ専用サイトで申込 

  結果は、直接申込者へ東京ヴェルディよりメール 

６ 区民参加イベント内容（全て詳細調整中） 

（１）スペシャルクライフコート障がい者運動教室参加者イベント

ア 試合前のグラウンドでのサッカー体験

イ 選手アップ時間の通路をつくり拍手で迎える「花道」体験

７ ＰＲ方法 

  あだち広報２/２５号、ＨＰ、ＳＮＳ、小中学校へチラシ配布 

※ チラシの制作、各校への配送は、東京ヴェルディが実施

８ その他 

セレモニー、区民参加イベントの内容は、詳細を東京ヴェルディ側

と調整していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年２月２７日 

件 名 スポーツ体験デーの実施結果について

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

未就学児、小学生向け「スポーツ体験デー」の実施結果を報告する。 

１ 目的 

どのスポーツが楽しいか、自分にあっているかがまだわからない年

齢、学齢期に、プロスポーツチームをはじめとする様々な競技団体の選

手などから５種目すべての競技の指導を受け、体験することで、取り組

みたい競技を知るきっかけづくりを目的とする。 

２ 日程 

令和７年２月１５日（土） 

午前の部 午前１０時００分～午後０時１５分 

午後の部 午後 １時３０分～午後３時４５分 

３ 対象者 

  区内在住、在学、在園の５歳以上の未就学児・小学生 

４ 指導者 

プロスポーツチーム（関係団体を含む）に指導及び運営を依頼 

競 技 主な指導者（所属） 指導人数 

サッカー
東京ヴェルディ㈱事業部所属 

元Ｊリーガー塗師 亮コーチ 
６名 

チアダンス
東京ヴェルディチアダンスチーム所属 

ダンサー 
３名 

バスケット 

ボール 

関東女子バスケットボール連盟日本体育大

学女子バスケットボールチーム所属 

元プロバスケットボール選手 

北川 直美アシスタント講師 

４名 

野球 

㈱読売巨人軍ジャイアンツアカデミー所属 

元プロ野球選手 

田中 大輝コーチ 

AM２名 

PM２名 

陸上競技

（走り方） 

㈱サンベルクス陸上部所属 

日本陸上競技選手権大会 400ｍ男子５位入賞 

森 真総選手 

３名 
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５ 参加者数 

  合計 ２１２人（募集人数１２５人×２部） 

未就学 小１・２ 小３・４ 小５・６ 合計 

午前 

２２/２８ ４５/５６ ２０/２８ １８/２８ １０５/１２５ 

（１１５） （１２１） （７１） （２８） （３３５） 

午後 

４３/５４ ４３/５７ １０/１４ １１/１４ １０７/１２５ 

（７０） （８９） （４３） （１４） （２１６） 

※ 上段が「参加者数/当選者数」下段（ ）が申込者数

※ 年齢、学年を考慮した５グループにわかれ（２５人/１グループ）、

各競技２０分程度の指導を５種目順番に受けた。 

６ 会場 

  総合スポーツセンター（室内） 

７ その他 

（１）抽選に外れた参加者から「キャンセルが出ていないか」「なんとか

参加したい」といった問い合わせが他の体験会より多かった。 

（２）様々な競技体験ができる今回の体験企画は、より低年齢の子ども、

保護者のニーズが高いことがわかった。 

（３）どの競技も、２０分という短い時間ながらポイントを押さえた指導

との意見があった。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年２月２７日 

件 名 パラスポーツイベントの実施結果について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

パラスポーツイベントの実施結果について、次のとおり報告する。 

１ パラスポーツ体験会 ～知って、エンジョイ！パラスポデー！～ 

（１）実施日時

令和７年２月２日（日）午前１０時から午後３時３０分まで

（２）会場

総合スポーツセンター

（３）実施内容

ア カーレット（テーブルカーリング）

イ 車いすバスケットボール

ウ ゴールボール（目隠しをしながら鈴の入ったボールを転がして行

う競技） 

エ サウンドテーブルテニス（視覚障がい者卓球）

オ 卓球バレー（卓球台の上を板状のラケットでボールを転がして行

う競技） 

カ ふうせんバレー（風船を使ったバレーボール）

キ ボッチャ

ク 陸上競技用車いす（レーサー）

ケ レクリエーション

（４）参加人数

ア 延べ参加者数 ４７０人

イ ボランティア ３人 

（５）主催

足立区、足立区スポーツ推進委員会

（６）協力

足立区視力障害者福祉協会、ＮＰＯ法人カーレットジャパン協会

東京都車いすバスケットボール連盟、公益社団法人東京都障害者

スポーツ協会

２ 第３回あだち「レク・ボッチャ」大会 

（１）実施日時

令和７年２月１６日（日）午後１時から５時１０分まで

（２）会場

総合スポーツセンター
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（３）参加者

ア 参加チーム ２２チーム 

イ 参加者数 ８６人 

（４）主催

足立区、足立区スポーツ推進委員会

３ 今後のパラスポーツイベント開催予定 

（１）パラスポーツミーティング

令和７年３月１８日（火）

（２）三澤記念東京都車いすバスケットボール大会

令和７年３月２２日（土）

（３）全国スペシャルトランポリン交流大会

令和７年３月２９日（土）・３０日（日）

（４）スペシャルクライフコートフェスティバル

令和７年４月２９日（火・祝）
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡

令和７年２月２７日 

件 名 図書館サービスデザイン担当係長の公募結果について 

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

総務部人事課 

内 容 

 「地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律第３条第２

項」に基づき、令和６年１２月２０日（金）から令和７年１月２０日（月）

まで募集を行った図書館サービスデザイン担当係長の選考結果について、

次のとおり報告する。 

１ 申し込み総数 

  ５名 

２ 第一次選考 

（１）日付

令和７年１月２６日（日）

（２）受験者数

５名

（３）選考内容

「足立図書館サービスデザインアクションプラン（素案）を踏まえ

た区立図書館全体の業務の見直しを進めるにあたり、ポイントとなる

事項と見直し手順とその理由」をテーマとした論文試験 

３ 第二次選考 

（１）日付

令和７年２月８日（土）

（２）受験者数

４名

（３）選考内容

面接試験

４ 採用内定者 

  ４０代（司書資格を有し公共の図書館で勤務経験のある方） 

５ 任期 

  令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで(５年間) 

６ 年収 

  約６００万円（期末・勤勉手当を含む。） 
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  初任給は年齢、採用までの職務経験などに応じて、足立区職員の給与

に関する条例及び一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する

規則に基づき決定｡ 

７ 今後の方針 

  令和７年３月に開催される特別区人事委員会の承認を経て正式に採

用決定となる（４月１日付採用予定）。 

  採用後は、図書館サービスデザイン担当課長及び統括図書館専門員と

一体となり、既存の区立図書館の業務の見直し及び梅田八丁目複合施設

における新たな図書館サービスの企画、立案、推進を行っていく。 
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